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BABOK研究会、これまでの活動
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BAO(Business Analysis Office)とは何か？
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 そもそもの発端は、メンバーから提示された一言。

 企業の中でBA活動できる人を増やすことを試みてきたが、これはなかなか難しい。
 本来、BA的活動しなくてはならない人を支援するBAOという組織を作ってサポート
してはどうか？

 欧米では、部門横断的に企業内のBA活動を支援する組織としてBACoE（Business 
Analysis Center of Excellence）が普及している。

 日本でもこれを進めるべき。

 BAOが行うべき活動は何か？
 BAOがかかわるべきステークホルダーは誰か？
 BAOは各ステークホルダーとどのように関わるのか？
 BAOが使用するツールは何か？



活動内容

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

今年度の
活動を模
索

BAOの提
案を取り
上げた

題材は何
にする
か？

愛知県
MaaS事業
など検討

佐久島の
ワ―ケー
ション

世の中では、
データ活用
が主流との
意見あり

データ
活用の
観点か
ら模索

顧客の満
足を目的
変数、施
策を説明
変数とし
て定量モ
デル化

昨年同様
ニーズと
シーズの
マッピン
グが有効
と判断

ペルソナ、
カスタマー
ジャーニー
マップ作成

因果マップ
に落とす

Causal 
Loop 
Diagram,
System
Dynamics
モデル作
成
PM学会
で発表

IIBAセミ
ナーで発表
（予定）

・模索の中心にあったものは、従来型の業務改善、業務改革的なアプローチでは、
IoT、AIなどの先進的なテクノロジーをイノベーションに活かすアプローチは難しい。

・テクノロジーが産みだす、今まで思いつかなかったようなイノベーションを引き
出すプロセスが必要となる。

前に進まず、足踏みしながら模索

Zoomによるオンライン研究会 IIBA日本支部理事もオンラインで参加（来年は全国公開？）
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ビジネスデザインの詳細
ビジネスのデザイン
・ビジネスモデル策定
・ビジネスアーキテクチャ策定
・ハイレベルの要求創造

ステークホルダー分析
・ペルソナ定義
・カスタマージャーニーマップ定義

ニーズ分析
・カスタマーペイン定義
・カスタマーゲイン定義

シーズ分析
・提供可能テクノロジー定義
・提供可能プロダクト定義
・提供可能サービス定義

事業構造のダイナミック変化分析
・システム思考
・システムダイナミックス

ビジネスドライバー抽出

ハイレベル要求抽出

ビジネス目標値抽出（KPI）

価値の追求

・Customer
Value
Proposition

テクノロジーの導入により起こる変化

デザイン思考

システム思考

DXを推進するには、特にここの
スパイラルアップが重要
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ニーズの左にそれが満たされた
ときにどんないいことがあるか？
シーズの右にそれを産むために
何が必要か？
の問いに基づき、
ロジックツリーで展開。
因果関係のMAPを作る。

因果関係のMAPから
Causal Loop Diagramに落とす。



ペルソナの作成（１）
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 和計所育代
 ITコンサル代表取締役で48歳。
 ITコンサル会社を立ち上げ、コワーキングスペースに場所を借り、コロナ禍の状況
下でテレワークで仕事を進めていた。

 しかし、在宅勤務が続くようになると、いくつか問題点が明確になってきた。
 社員同士のコミュニケーションが取れない、ずっと自宅にいるとリフレッシュでき
ない、自宅に仕事をする専用の場所がない、自宅にいるため、オンオフの切り替え
がしにくい、など。

 そんな時に、佐久島ワーケーションの話を聞いた。
 様々な職種や企業の人たちが集まる場所と聞いているし、自然豊かでリフレッシュ
にもなる。定期的に佐久島に社員を集めて、ワーケーションでコラボビジネスの可
能性を探ってもよいし、ヒューマンスキル系の研修などを実施してもよいかもしれ
ない。

 いっそのこと、会社自体も家賃や、法人税が優遇されるのであれば、佐久島に移転
してもよいのではないかと思い始めた。



ペルソナの作成（２）
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 結城内臓

メーカー勤務の部長で50歳

ワ―ケーションに興味を持ってはいるが、小遣いが少ないのでお金のかかる
ことには躊躇してる。

会社の事業として稟議を通し、経費を会社に持たせたい。

職場の在宅勤務率を増やすという政府の要請にもこたえることが出来るので、
ワ―ケーションは、好都合だが、会社に経費を承認してもらうために投資対
効果を説明しなければならない。

プロジェクト単位で滞在するパッケージを作り、それにマネジメント講習を
付加するなどで付加価値をつけたい。

業務の効率が測れ、トータル時間の削減が期待できる付加価値も付けたい。



ペルソナの作成（３）
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 蒼井海彦とその家族

東京のコンサルティングファームに勤務する公認会計士で32歳。
妻のサザエは同じ歳で大手の食品卸で経営企画部門に勤める。

 2歳半の長男カツオは、いたずら盛り。
海彦の仕事が忙しく、家族と過ごす時間が取れない。

サザエに第2子が出来、故郷である佐久島で故郷出産したい。
家族が離れて暮らすのが苦痛。

蒼井家族は、東京都内で暮らしているが、夫も妻もほとんどリモートワーク
のため東京にいる意味がない。

会社が契約する佐久島のワ―ケーション施設でリモートワークをしたいと上
司に申請し、それが認められた。



カスタマージャーニーマップ作成（１）
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カスタマージャーニーマップ作成（２）
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カスタマージャーニーマップ作成（３）
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行動 起床・食事・息抜き 仕事
（午前、午後、夜）

客先訪問 名古屋オフィス訪問

行動詳細 ・朝食前の仕事の準備
・朝食後の家族との散歩

・社内会議
・顧客との打ち合わせ
・資料作成

・顧客面談
・ワークショップ主催

・使用しているPCのセ
キュリティーチェック

Gain ・家族と接触する時間を多く
とりたい

・業務の効率と質の向上

・社内の機密情報へのインター
ネット上からのアクセス

・顧客のニーズの理解
と問題・課題の理解

・社内システム担当者
による漏れの無い入念
なチェック

Pain ・通勤などの無駄な時間を削
除

・情報漏洩の脅威

・コミュニケーション不足にな
りがち

・移動時間が無駄にな
る

・ワ―ケーション施設
外部に出ることによる
コロナ感染リスク

・移動時間が無駄にな
る

・ワ―ケーション施設
外部に出ることによる
コロナ感染リスク

テクノロジー
Creator、
Reliever

・職住近接環境

・古民家を改造したハイテク
ワ―ケーション施設

・セキュアネット通信
・セキュア情報共有
・企業内クラウドの活用

・オンライン飲み会を社内、顧
客とも開催し、普段のミーティ
ングでいいきれていない感情な
どを相互交換する

・MaaSによる移動時間
短縮

・MaaSによる移動時間
短縮

蒼井海彦のワ―ケーションでの仕事



動機遷移のある和計所育代と結城内臓のNeedsとSeedsの洗い出し
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動機遷移の無い蒼井一家のNeedsとSeeds
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動機遷移のあるものと無いものを合体
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前年度は持ち寄ったペルソナの中から、一つを選ん
でその後の展開に用いたが、ワーケーションの場合、
様々なNeedsを持った利用者が参加することが想定さ
れ、すべてのNeedsを取り入れたほうが現実的との判
断から、今年度は全部のペルソナのNeedsとSeedsの要
因を統合することにした。



ツールをLinoからDrawioに変えて、整理
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様々な要因を背骨要因に集約する
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背骨要因をCausal Loop Diagramにする
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System Dynamicsにより定量モデル化
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今年度の活動の考察
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 出来たこと

 新しいテクノロジーの導入を支援するプロセスについては、ほぼ固まってきた。

 懸念事項

 テクノロジーシーズを持ったステークホルダーの参画が必要になるか？

 シーズが重要であると気づいた。（技術的な裏付け、信憑性など）

 BAは、利用可能なシーズがどこにあり、誰がそれを知っているのかに常に目を光ら
せる必要がある。

 シーズホルダーに引きずられないようにしなくてはならない。

 出来ていないこと

 実企業の中で、本来BA活動しなくてはならない人とどのように関わり、どのように
指導していくのか？



今後の予定

20

 研究会としての目標
 シーズを掘り下げる方法論の考察。（客員論者を呼ぶ）

 ロジックツリーで展開。
 ビジネスモデル2.0の発想法の掘り下げ。（定説と逆説など）
 アイデアソン、ハッカソンなど効果はあるか？（佐久島で合宿か？）

 ディジタルマーケティングの実際。（専門家を招聘し、話を聞く）
 マーケティングの本質論。
 Webマーケティング。

 現場での検証が必要（実コンサルを研究会とは別に並行して実施）
 IIBA日本支部でも新事業として、コンサルティングを実施することを企画しており、それに
合わせて中部のBA研究会の成果も活用したい。

 中部研究会のメンバーでコンサルティングプロモーションを行う。
 中部BA研究会が、中部地区だけでなく、全国展開できるようIIBA日本支部とも連携してオン
ラインで展開し、実コンサルの可能性を広げる。

 BAOとしてどのように現場BAを支援できるかがテーマ。



時代の方向性
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 世間の関心は、DXからニューノーマルにシフトした。
 ニューノーマルは、コロナだけではない。

 ニューノーマルを鍵にしてDXを推進するのはあり。
 働き方改革がキーになるか？

 人生100年時代。
 引退がない時代。何かやっていないと生きていけない。

 人生は、一つじゃない。いろんなステージがある。それぞれのステージ
で花を咲かせよう。

 ニーズが変わってきていることを知るべき。（売上がどうだ、費用がど
うだの議論から脱却させるにはどうしたらいいか？）



ご清聴、ありがとうございました。
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